
 令和４年度玉陵小中学校 学校教育目標・経営方針･努力目標 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

学校教育目標 
故郷を愛し、未来を切り拓く 

力を備えた児童・生徒の育成 

教育の基盤 
・日本国憲法 他 

・第３期くまもと｢夢への架け

橋｣教育プラン 

・熊本県教育大綱 

・熊本の学び推進プラン 

・玉名教育事務所教育指導の重点等 

・第３期玉名市教育振興基本計画 

・玉名市教育目標 

・玉名市学校教育目標 

生徒・家庭・地域 
 

○児童・生徒の実態 

○児童・生徒の思いや願い 

○家庭や地域の実態 

○保護者の期待や願い 

○地域の期待や願い 

○社会からの期待や要請 

めざす学校像 
 
○児童・生徒の９年間の学びと育
ちをつなぎ個性を伸ばす学校 

○職員室一つを生かし、相互に
学び合う教職員が校種を越え
た新しい文化を創造する学校 

○防災・安全について地域と協
力し、地域に信頼された地域
とともにある学校 

めざす児童・生徒像 
 
○希望する進路に向け、主体的
に確かな学力を身に付ける児
童・生徒 

○自他を大切にし、思いやりの
ある心豊かな児童・生徒 

○心身ともに健康で、生涯にわ 
たり運動に親しむ児童・生徒 

めざす教職員像 
 
○施設一体型の強みを生かし、教
育効果の検証・改善に努め、高
め合う教職員 

○９年間の育ちをつなぎ、児童・
生徒の発達段階に応じた質の
高い指導を行う教職員 

○地域・保護者と連携し、信頼さ 
れる教職員 

経 営 の 基 本 方 針  
(1)  施設一体型の強みを生かした組織力と職員一丸となった 9 年間の育ちをつなぐ教育活動の  

実践を行う。 
(2) 自ら学び、確かな学力を身に付ける児童・生徒を育成するため、授業改善をとおしてすべ  

ての教育活動の構築を行う。（系統を考えた授業づくり） 
(3)  人権教育を教育の根幹に据え、児童・生徒間の自他を大切にし、思いやりのある心豊かで 

良好な人間関係の構築に努める。 
(4) 心身の発達や発育状況に応じ、心身ともに健康な体力を備えた児童・生徒の育成に努める。 
(5) 地域とともにある学校づくりを推進するため、学校の公開と保護者、地域の協力体制を確 

立する。（学校運営協議会との連携） 
(6) 働き方改革の推進を図ることで職員の心身の健康を保持し、教職としての専門性を高め、  

より分かりやすい授業を展開する教育活動を充実させる。 
(7) 感染症対策に努め、新しい生活様式を推進する。  

重 点 努 力 事 項 

心づくり（なかよく・あかるく） 学びづくり（かしこく） 健康づくり（つよく） 
 
１  人権教育の充実  
・人権尊重の精神に立った学校  

  づくり  
・支持的風土の醸成  

２  豊かな心の育成  
・道徳教育の充実  
・「熊本の心」「つなぐ」の活用   
・「『命を大切にする心』をはぐ  
 くむプログラム」の充実と実  
 践  

３  児童会・生徒会活動の活性化  
・自主的自治的な活動促進  

４  潤いのある環境づくり  
・ＵＤの視点で整備された環境 

 
1 学習規律徹底と基礎基本の定着  
・玉陵中学校区共通実践事項実  
 践  
・ノート活用の指導と徹底  

２  学習過程の充実  
・学び合いや振り返りの時間の  
 確保  
・タブレット端末等、ＩＣＴ機  
器の積極的活用  

３  読書活動の充実・推進  
・本に親しみ、自ら読書の幅を  
 広げる児童・生徒の育成  

４  家庭と連携した学習の習慣化  
・「小中学びの系統表」の活用 

 
1 基本的な生活習慣の充実  
・生活リズムを整え、規範意識や
あいさつ、返事等の定着  

２  健康・安全教育の徹底  
・交通安全に関する危険予測・危
険回避能力の育成  

・平成 28 年 4 月熊本地震及び令
和２年７月豪雨およびを教訓に
防災教育の充実  

・自ら感染予防を行う態度の育成  
３  体力づくりの推進  
・運動の生活化、たくましい心と
体の育成  

４  食に関する知識と実践的態度 

人 権 尊 重 の 視 点 に 立 っ た 教 育 実 践 

具体的目標 

知:自分の言葉で自信をもって表 

現できる力 

徳:よりよい社会の実現に貢献で 

   きる高い志 

体:人生を生き抜く健康や体力 

小学校 校訓 

つよく  かしこく 

なかよく あかるく 

中学校 校訓 

意志 創造 

協力 希望 

学校全体・各学年部・各学級等における具体的な実践事項 


